
２　「生徒質問紙」の回答からみられる傾向

＜令和４年度　全国学力・学習状況調査の結果について＞
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＜よい傾向＞

〇授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んだ

〇学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，

広げたりすることができる

〇道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合

ったりする活動に取り組んでいる

〇数学の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考える

〇先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思う

＜改善が必要な傾向＞

●１日当たりのテレビゲーム(PCゲーム・携帯電話・スマート

フォン)の時間が長い

●家庭学習の時間が短い

●自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わる

よう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表すること

が苦手

●コンピュータなどのICT機器を活用する授業機会が少ない

●今住んでいる地域の行事に参加したり，地域との触れ合いの

機会が少ない

＜学校で取り組みます＞

※国語科～読書活動や「意図的な」書く活動を推進することで，

正しく読み取ったり，伝えたりする力を高める取組

をします。

※数学科～課題解決に必要な考え方や手順を「言語化」し，

自力解決やアドバイス，説明などの機会に意識的に

使用させることで，論理的に考える手順を明確に

します。

※理 科～基礎習熟事項を反復することで定着を図り，既知の

知識を基にしながら理科的な事象の原因や理由に

ついて考え，それを人に伝え，考えを補い，実証

する活動を行います。

※全教科～ＩＣＴ機器を活用することで，生徒１人１人の思考

を深め，それらを効果的に発信できる授業を推進

していきます。

上記以外にも，生徒が自主的に学習を振り返れるよう

授業改善に取り組みます。

＜ご家庭の協力をお願いします＞

※家庭でのテレビゲーム等の時間の縮減を

お願いします。

①ルール化することで，１日の使用時間を生徒が

自己管理できるようお願いします。

②生み出された時間で，学校の課題や自主学習への

取組をお願いします。

※地域とともにある学校を目指して

③地域ボランティア活動や町内会活動への参加

など，地域との連携を深め，地域のために

できる取り組みをお願いします。


